
⼀番簡単な使⽤⽅法
👇情報収集したい企業リストのサイトページ 👇本サービスのリクエスト送信画⾯

①サイトのURLを
コピー&ペースト

② 「テストリクエスト送信」か
「本リクエスト送信」をクリック！
これで完了。あとは取得結果を待つだけです。



URLの指定の仕⽅のコツ
iタウンページの例

トップページのURLは使わないでください。

https://itp.ne.jp/
https://itp.ne.jp/genre/?genre=%E3%83%93%E3%82%B8%E3%83%8D%
E3%82%B9&subgenre=6128&sort=01&sbmap=false&area=13

❌

検索して、企業リストを表⽰したページのURLを⼊⼒
してください。

⭕

← 取得したい条件で
検索した企業リストの
ページ



URLの指定の仕⽅のコツ
リクナビの例

トップページのURLは使わないでください。

https://job.rikunabi.com/2024/ https://job.rikunabi.com/2024/search/company/result/?fw=&ms=0&b=8&kk=0&k
=40&k=41&k=42&k=43&k=44&k=45&k=46&k=47&aot=&apr=&cwr=&cmr=&rry=3
&rr=&ggr=1&gr=&awy=&wer=&wmr=

❌

検索して、企業リストを表⽰したページのURLを⼊⼒してください。

⭕

← 取得したい条件で
検索した企業リストの
ページ



URLの指定の仕⽅のコツ
マイナビ転職の例

トップページのURLは使わないでください。

https://tenshoku.mynavi.jp/ https://tenshoku.mynavi.jp/engineer/list/p01+p11+p12/o161+o162+o163+o171/?
soff=1&ags=0❌

検索して、企業リストを表⽰したページのURLを⼊⼒してください。

⭕

← 取得したい条件で
検索した企業リストの
ページ



テストリクエスト送信と本リクエスト送信の違い
「テストリクエスト送信」は本リクエストよりも早く完了し、
以下のように数件のみの取得結果をいち早く確認できます。
テスト結果はエクセルでダウンロードできません。

「本リクエスト送信」は、
テストリクエストよりも時間がかかりますが、
よりたくさんの情報を取得できます。
取得した結果はエクセルでダウンロードできます。



オプションの説明

メールアドレスを⼊⼒すると、
収集の完了をメールでお知らせします。

過去に当ツールで収集している企業ホームページの
データがあれば、クロールせずにそのデータを⽤います。
情報が古い可能性がありますが、早く完了します。

任意でリクエスト名(件名)を設定できます。
必要であれば、分かりやすい名前を設定してください。
未設定なら、⾃動でリクエスト名が設定されます。

サイトをクロールする際のページ遷移のルールを指定します。
1. 「指定しない」はランダムでページを遷移します。
2. 「このページのみから収集する」は指定したURLのページからのみ情報を取得し、ページめくりや他のページに移動しません 。

但し、各企業の個別ページの情報は取得します。
3. 「ページ送りのみ⾏う」は「1,2,3...」というような、ページめくりのみ⾏います。



結果の確認⽅法 (未ログインで利⽤する場合)

① 「リクエスト受領」エリアで表⽰された受付IDを
「リクエスト確認」エリアの受付IDの⼊⼒欄にコピー＆ペースト

※ 受付IDは忘れないようにしてください。再確認できません。

② クリック



結果の確認⽅法 (ログインして利⽤する場合)

② クリック① リクエスト名を確認

画⾯の下部の「リクエスト⼀覧」エリアから



サービスを上⼿に利⽤するコツ

Ø欲しい情報だけを綺麗に取得しようとは思わないこと

• 本サービスは機械が⾃動判断で情報を取得してくるというシステムの特性上、柔軟
性は⾼いですが、正確かつ厳密な取得を得意としておりません。

• 綺麗に欲しい情報だけを取得するのは難しいです。
• データが整っていなかったり、不要な情報も取れることはある程度、許容してくだ
さい。

• ダウンロードした後に、エクセルをユーザ様ご⾃⾝で利⽤しやすいように、加⼯、
整形、不要情報の削除などを⾏なってください。



ダウンロード結果の⾒⽅
結果は３つのパートに
分かれています。

企業⼀覧ページからの
取得結果

企業個別ページからの
取得結果

企業HPページからの
取得結果



ダウンロード結果の⾒⽅
企業⼀覧ページの結果の⾒⽅
エクセルの⼀番左側のパートには
企業⼀覧ページの内容が表⽰されています。

⼀覧ページに記載されている住所、電話番号、
URLが取得できています

掲載ページの
タイトルが
表⽰されます

掲載ページの
URLが
表⽰されます

仕切り情報とは企業⼀覧の間に
挿⼊されている情報の
ことを指しています。
(※取得精度は安定してません)



ダウンロード結果の⾒⽅
企業個別ページの結果の⾒⽅

個別ページに記載されている住所、電話番号、
URL、設⽴、資本⾦、社員数などが取得できています。
(※いくつかの情報は省いています)

個別ページの
タイトルが
表⽰されます

個別ページの
URLが
表⽰されます⼀覧ページから

個別ページへ遷移

エクセルの真ん中のパートには企業個別ページの内容が表⽰されています。
個別ページがない⼀覧サイトでは個別ページの結果はありません。

個別ページの
組織名(企業名)が
表⽰されます

↑個別ページの結果には各ヘッダー名に(個別ページ)と記しています。



ダウンロード結果の⾒⽅
各企業ホームページの結果の⾒⽅①

⼀覧サイトから
各企業HPの会社概要へ遷移して、情報取得

エクセルの右のパートには各企業HPページの内容が表⽰されています。
⼀覧サイトに各企業HPのURLが記載されていない場合や、HPのURLを取得できなかった場合は
このHPページの結果はありません。

HPのURLの記載があれば…



ダウンロード結果の⾒⽅
各企業ホームページの結果の⾒⽅②
エクセルの右のパートには各企業HPページの内容が表⽰されています。
各企業HPの取得精度は安定してません。取得できないページもございます。
取得結果のステータスを表⽰しています。何らかしらの情報が取得できた場合は「正常終了」、
クロールしたが、概要情報を取得できなかった場合は「情報を取得できませんでした」、
クロール中にエラーが発⽣した場合は「エラー終了」と表⽰されます。

企業HPの
URLとドメインです

企業名称が
取得できた場合に
表⽰しています

企業HPのトップページのページタイトルです。
企業名称がない場合、サイトタイトルから、
企業名称を判断できる場合があります



ダウンロード結果の⾒⽅
各企業ホームページの結果の⾒⽅③
抽出郵便番号、抽出住所、抽出電話番号、抽出FAXは取得できたデータ(住所、電話番号、連絡先欄)から
リストとして使いやすいように、それだけを抽出して並べています。
稀に不純物も紛れ込みますので、使⽤前によくご確認ください。 取得した住所と電話番号の情報をほぼそのまま載せています。

企業HPによって記載内容がバラバラなため、
内容によって住所、電話番号、連絡先と分かれています。
住所だけ取れた場合は「住所」、
電話番号だけ取れた場合は、「電話番号」、
電話番号と住所が⼀緒に取れた場合は「連絡先」としています。
また、それぞれ複数取得できた場合は、連番を振っています。

右の住所、連絡先の欄に⼊っている郵便番号
と住所を抜き出しています。
抜き出す優先順位は「住所1、住所2...、
連絡先1、連絡先2…」の登場順です。

右の電話番号、連絡先の欄に⼊っている電話
番号とFAX番号を抜き出しています。
抜き出す優先順位は「電話番号1、電話番号
2...、連絡先1、連絡先2…」の登場順です。



ダウンロード結果の⾒⽅
各企業ホームページの結果の⾒⽅④

企業HPの概要によく出現する項⽬を並べています。
企業HPごとに表⽰されている内容は異なるため、
ないものもあります。

左記のよく出現する項⽬には当てはまらないものを
「その他」として、並べています。


